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②

ク
ロ
ー
チ
ェ
が
そ
の
近
幹
「
十
九
仙
紀
欧
洲
史
」
の
巾
で
言
っ
て
ゐ
る
様
に
、
七
川
革
命
以
後
の
フ
ラ
ン
ス
優
越
の
岨

想
に
は
間
ら
職
ら
る
べ
き
叩
而
が
あ
り
、
そ
の
一
は
，
分
裂
せ
る
，
無
力
な
諦
剛
比
が
弧
力
な
武
断
幽
家
の
抑
岻
の
下
に

マ
ッ
チ
ー
一
一
ざ
苛
年
イ
タ
リ
ヤ
一
四
五

①

な
る
位
世
が
與
へ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

「
青
年
ヨ
ー
ロ
パ
（
毎
９
９
言
の
圃
匡
『
○
宮
）
。
そ
れ
は
十
九
仙
紀
に
於
け
る
自
川
の
野
で
あ
る
。
イ
タ
リ
ヤ
は
そ
の
城

を
此
の
共
通
の
野
に
打
立
て
ね
ば
な
ら
な
い
。
イ
タ
リ
ヤ
の
軍
州
は
フ
ラ
ン
ス
。
ベ
ル
ギ
ー
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
軍
削
と

並
ん
で
隊
価
を
薬
へ
ね
ば
な
ら
な
い
ｏ
」
（
マ
ッ
チ
ー
ニ
）
七
川
革
命
の
後
一
年
を
経
ず
し
て
、
未
だ
ド
イ
ツ
、
ス
ウ
イ

ス
、
の
軍
剛
潅
語
る
以
前
に
此
の
言
葉
を
友
人
に
誘
っ
た
人
、
ジ
ュ
セ
ッ
ペ
、
マ
ッ
チ
ー
ニ
、
が
自
川
民
族
の
親
愛
の
思

想
の
鰯
に
説
き
、
岡
ひ
、
苦
し
ん
だ
事
は
未
だ
何
人
に
も
そ
の
比
類
を
見
な
い
。
彼
は
そ
の
仙
界
主
義
的
希
紫
を
、
之

と
調
和
せ
し
め
ん
と
し
た
剛
民
的
凋
立
の
思
想
に
峻
燕
惨
め
に
削
縦
せ
し
め
ら
れ
た
に
拘
は
ら
ず
、
決
し
て
放
棄
し
強

か
っ
た
。
彼
は
腿
盈
手
段
ぞ
課
ま
り
、
度
凌
現
庇
の
皿
解
ぞ
忘
却
し
た
。
然
し
そ
の
誠
心
誠
意
が
不
動
の
信
念
の
糸
よ

り
流
露
し
来
る
不
川
不
擁
の
活
動
家
に
は
彼
の
川
卿
の
雁
史
の
み
な
ら
ず
、
術
時
の
一
般
職
洲
史
に
於
け
る
一
の
主
要

マ
ッ
チ
ー
’
二
」
青
年
イ
タ
リ
ヤ

》
Ｉ

讃
井
鉄
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,’

マ
ッ
チ
ー
ニ
さ
背
年
イ
友
リ
ヤ
一
町
六

あ
っ
て
、
ア
ル
プ
ス
山
上
に
友
朋
の
旗
か
現
れ
、
鐡
紐
の
い
づ
と
か
を
断
ち
鋒
起
を
助
け
る
者
の
川
現
を
渦
離
し
た
と

い
ふ
絶
望
的
な
事
附
と
、
そ
の
二
は
、
之
等
諦
叫
雌
が
、
ｕ
心
力
を
信
ぜ
ざ
〃
し
誤
謬
よ
り
、
郷
へ
っ
て
、
雌
早
フ
ラ

ン
ス
の
優
越
或
は
↑
イ
ニ
シ
ァ
チ
ー
プ
を
期
待
せ
す
、
自
己
自
ら
、
へ
の
信
噸
、
ｎ
ら
の
ィ
’
一
シ
ァ
チ
ー
プ
ヘ
の
信
戦
、

倒
れ
て
止
ま
ず
反
抗
に
反
抗
を
亜
ね
並
後
の
勝
利
の
碓
信
を
以
て
す
る
犠
牲
的
度
並
。
疵
に
マ
ッ
チ
ー
ニ
の
反
の
仲
大

さ
は
此
の
度
理
の
認
識
と
、
之
に
机
唯
し
き
行
動
の
卒
屈
の
決
断
と
に
存
す
る
。
政
治
家
に
操
ら
る
上
政
論
よ
り
も
史

に
根
本
的
な
或
物
、
即
ち
、
人
Ⅲ
の
中
に
辨
迦
的
な
感
附
、
那
迦
を
呼
び
肌
ま
し
、
各
間
に
あ
て
が
は
れ
た
る
ミ
ッ
シ

オ
ン
、
亦
之
よ
り
生
ず
る
義
務
の
迩
識
。
及
び
、
信
念
な
き
人
に
は
不
可
能
に
兇
ゆ
る
も
の
を
可
能
に
す
る
此
の
義
務

に
吾
人
の
全
総
尭
捧
ぐ
る
事
の
意
識
。
か
く
て
陳
榔
な
カ
ル
ポ
ナ
リ
に
反
對
し
て
「
青
年
イ
タ
リ
ヤ
」
を
建
設
し
、
男
性

的
、
戦
闘
的
諸
源
泉
に
迄
測
り
、
亦
は
フ
ラ
ン
ス
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ー
プ
に
期
待
せ
す
し
て
イ
タ
リ
ヤ
人
及
び
そ
の
他
の

國
比
に
各
自
の
イ
’
一
シ
ア
チ
ー
プ
を
説
き
、
フ
ラ
ン
ス
の
珊
椛
に
對
抗
し
て
「
青
年
ヨ
ー
ロ
。
ご
を
企
謎
し
た
の
で
あ

る
。
此
の
彼
の
偉
大
さ
は
通
徳
川
偉
大
さ
、
信
ず
る
事
に
生
き
燃
ゆ
る
が
如
き
言
葉
と
雷
践
と
を
以
て
、
川
困
の
人
を

識
へ
導
く
使
徒
の
休
大
さ
で
あ
る
。
共
の
他
の
彼
の
思
想
は
或
は
彼
の
凋
刺
に
非
ず
或
は
峻
味
、
談
謬
に
浦
ち
、
例
へ
ぱ

イ
タ
リ
ヤ
の
共
和
的
統
一
の
思
想
の
如
き
は
醜
に
イ
タ
リ
ヤ
に
於
け
る
執
政
官
時
代
の
フ
ラ
ン
ス
の
政
治
へ
の
失
紫
よ

り
一
に
し
て
不
可
分
の
イ
タ
リ
ヤ
共
和
剛
を
計
誰
せ
る
イ
タ
リ
ヤ
、
ジ
ヤ
コ
ゞ
ハ
ン
の
傳
統
に
脇
し
、
唯
彼
等
は
マ
チ
ー

ニ
の
如
く
之
に
宗
教
的
嘘
怖
、
使
徒
の
熱
怖
を
典
へ
ず
從
っ
て
深
き
根
を
下
す
に
至
ら
ざ
り
し
の
み
。
亦
彼
の
國
民
槻

及
び
各
閏
民
の
有
す
る
使
命
郷
も
亦
珊
逃
の
諏
學
者
、
歴
史
家
よ
り
來
り
、
共
通
の
智
的
通
産
に
脇
す
る
に
す
ぎ
ず
。
唯
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そ
れ
が
マ
ッ
チ
ー
’
一
に
よ
っ
て
促
進
せ
ら
れ
欧
洲
的
意
識
に
迄
蒋
迩
化
せ
ら
れ
た
ろ
の
み
。
彼
の
隅
ゆ
る
フ
ラ
ン
ス
の

優
越
に
代
ふ
る
に
イ
タ
リ
ヤ
の
優
越
を
以
て
す
る
思
想
と
雌
も
、
地
上
よ
り
立
ち
、
戦
ふ
事
を
要
す
る
剛
災
の
誇
を
鼓

。

舞
す
る
に
必
要
な
祁
話
以
上
の
慨
仙
を
布
せ
ず
。
此
の
靴
に
就
い
て
は
彼
以
前
に
既
に
フ
ラ
ン
ス
優
越
の
み
な
ら
ず
、

同
様
な
事
怖
の
下
に
論
ぜ
ら
た
凋
逃
俊
越
の
祁
話
あ
り
、
亦
マ
ッ
チ
ー
’
一
と
前
後
し
て
は
ジ
オ
ペ
ル
テ
ィ
ー
の
「
イ
タ
リ

ヤ
優
越
」
、
チ
エ
ス
コ
フ
ス
キ
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
催
越
あ
り
、
更
に
は
メ
ル
キ
オ
を
ヒ
ル
ッ
ヱ
ル
の
ス
イ
ス
に
開
す
る
同

様
な
旭
恕
を
見
る
。
マ
ッ
チ
ー
ニ
の
珈
諭
冊
系
も
幾
多
の
批
判
の
餘
地
あ
り
。
彼
が
弧
き
自
山
へ
の
感
附
に
駆
ら
れ
、

自
山
主
義
の
諸
力
老
以
て
剛
雌
的
脳
立
通
勤
の
源
呆
と
見
た
と
は
い
へ
、
思
索
的
深
さ
と
、
歴
史
的
蝶
兇
の
峡
亡
は
自

山
の
概
念
ぞ
班
諭
的
に
碓
成
、
波
繩
す
る
事
を
さ
ま
た
け
、
事
麓
，
抑
諭
的
に
之
を
危
く
し
、
殆
ん
ど
否
認
さ
へ
し

た
。
即
ち
サ
ン
シ
モ
ン
主
義
よ
り
競
争
の
原
理
に
對
立
す
る
も
の
と
し
て
ア
ソ
シ
ア
シ
オ
ン
の
原
理
、
及
び
教
義
、
依

職
、
規
律
禰
雌
族
の
荷
に
宗
教
御
識
を
も
つ
人
逝
主
義
的
宗
教
、
詩
及
び
郵
術
の
肺
禽
的
目
的
へ
の
從
脇
等
、
の
蝋
想

を
繼
承
し
、
民
主
的
イ
デ
オ
江
ギ
ー
よ
り
、
杢
僻
と
部
分
の
川
を
動
揺
す
る
洩
然
た
る
比
衆
の
思
想
等
を
受
入
れ
て
ゐ

咳
Ｃ
Ｏ

以
上
の
細
て
の
事
に
も
拘
は
ら
ず
、
叉
彼
が
一
没
せ
る
加
諭
家
で
尚
な
け
れ
ば
政
治
家
で
も
な
か
っ
た
と
い
ふ
蕊
避

に
も
州
は
ら
す
マ
ッ
チ
ー
ニ
は
脈
洲
に
於
け
る
押
的
、
逝
徳
的
、
政
論
的
力
と
な
っ
た
。
凡
ゆ
る
叫
荏
の
愛
叫
者
、
革

命
家
は
彼
の
中
に
接
仙
鮎
彬
見
、
彼
に
封
し
て
専
制
的
、
保
守
的
諦
州
は
Ⅲ
縦
、
陸
謀
の
凡
ゆ
る
手
段
を
魂
し
て
術
に

職
を
挑
ん
だ
。
一
八
三
○
年
以
後
の
時
代
に
一
の
共
通
の
幟
洲
的
意
識
，
一
の
共
通
の
思
想
的
韮
礎
、
共
通
の
判
断
、
意

マ
ッ
チ
ー
ニ
さ
汚
年
イ
タ
リ
ヤ
一
岡
七
．



１

マ
ッ
チ
ー
ニ
さ
青
年
イ
タ
リ
ヤ
一
四
八

見
、
感
附
が
起
り
、
蛸
大
し
た
と
す
れ
ば
、
之
は
確
か
に
唯
一
人
の
な
せ
る
事
に
非
ず
、
庇
に
自
由
主
義
迩
肋
の
本
髄

よ
り
川
で
來
る
も
の
で
あ
る
が
、
然
し
同
時
に
マ
ッ
チ
ー
’
一
は
其
の
宗
教
的
粘
測
の
雛
感
と
、
イ
タ
リ
ヤ
を
初
め
珊
逸
、

南
ス
ラ
ヴ
族
に
至
る
凡
ゆ
る
雌
族
老
包
折
す
る
愛
と
を
以
て
之
に
武
献
し
た
と
言
は
い
ば
な
ら
な
い
。

サ
ル
ヂ
’
一
ャ
剛
王
カ
ル
ロ
、
ア
ル
ベ
ル
ト
治
仙
の
初
期
に
、
マ
ル
セ
イ
ユ
に
於
て
印
刷
せ
ら
れ
、
此
の
新
剛
王
に
宛

て
ら
れ
た
一
通
の
諜
簡
か
イ
タ
リ
ヤ
愛
剛
考
逹
の
側
に
配
布
せ
ら
れ
、
至
る
所
に
於
て
術
動
を
捲
き
起
し
た
。
剛
王
も

勿
論
之
を
受
け
取
っ
て
読
ん
だ
の
で
あ
る
。

「
陛
下
よ
。
眼
を
、
一
の
世
界
を
濫
兄
す
る
か
の
雛
の
眼
を
、
此
の
自
然
の
微
笑
に
よ
っ
て
か
く
も
美
し
き
イ
タ
リ
ヤ
、
即
ち

二
千
年
の
光
雌
あ
る
思
出
に
伽
ら
れ
、
天
才
の
祁
隅
で
あ
り
、
鉦
限
の
壷
源
に
樹
み
、
雌
統
一
の
み
が
紬
け
て
居
り
、
か
』
る

蛭
に
脳
ま
れ
て
ゐ
る
が
鰯
に
他
側
の
侮
を
梨
ぐ
に
は
一
の
池
き
意
志
と
朧
か
の
勇
敢
な
人
左
の
み
に
て
足
る
此
の
イ
タ
リ
ヤ
に

向
け
給
は
な
か
っ
た
の
か
。
イ
タ
リ
ヤ
は
体
大
な
迩
命
に
定
め
ら
れ
て
ゐ
る
と
、
あ
な
た
は
言
ひ
粉
は
な
か
っ
た
の
か
。
あ
な

た
は
共
吃
に
雌
む
姪
．
城
即
ち
屈
従
が
醜
に
投
げ
る
影
に
偽
拘
は
ら
ず
そ
の
生
命
刀
、
そ
の
和
風
の
祁
型
さ
、
或
は
そ
れ
に
よ
っ

て
も
幽
挫
が
雛
成
せ
ら
れ
る
粗
野
な
鵬
諒
な
榊
愁
の
刀
に
よ
っ
て
体
大
で
あ
る
民
族
を
見
耕
は
な
か
っ
た
の
か
。
不
幸
に
も
屈

せ
ず
、
希
禦
を
失
は
ざ
る
が
故
に
風
に
休
大
な
民
族
を
。

柳
が
拠
沌
よ
り
創
り
出
さ
る
」
如
く
、
此
の
分
散
せ
る
諾
要
素
よ
り
一
の
肚
界
を
遮
汝
し
船
へ
・
分
裂
せ
る
部
分
を
合
一
し

そ
れ
は
凡
て
我
物
で
あ
り
、
幸
祀
で
あ
る
と
言
ひ
総
へ
。
榊
が
創
造
者
で
あ
る
如
く
あ
な
た
は
偉
大
で
あ
る
。
そ
し
て
二
千
閏

の
人
糞
は
叫
ぶ
で
あ
ら
う
。
刺
は
天
に
在
り
、
カ
ル
ロ
、
ア
ル
ベ
ル
ト
、
は
地
上
に
あ
り
と
。
へ
中
陥
）

陛
下
よ
。
若
し
も
あ
な
た
の
魂
が
休
大
な
思
想
に
對
し
て
眞
に
妬
し
て
ゐ
る
な
ら
、
又
あ
な
た
が
涜
世
の
秘
に
當
っ
て
祀
先

の
國
王
途
の
瑛
盈
た
る
範
位
の
中
に
拘
は
る
以
外
の
目
的
を
持
ち
総
は
ね
ば
、
あ
な
た
ぽ
此
麗
に
止
ま
り
給
へ
０
（
中
略
）

若
し
も
此
の
言
葉
を
祇
み
給
ふ
て
あ
な
た
の
魂
が
あ
な
た
が
敢
て
獅
辿
の
髄
主
椛
の
彼
方
を
見
ら
れ
る
瞬
間
に
急
ぎ
行
き
、

あ
な
た
の
内
な
る
雄
が
、
『
汝
は
佃
等
か
偉
大
な
る
も
の
と
な
る
べ
く
生
れ
て
ゐ
る
』
と
あ
な
た
に
呼
び
か
け
る
の
を
閏
琶
給

１
１
１

’



か
く
も
率
直
に
イ
タ
リ
ヤ
の
自
山
統
一
へ
の
仰
起
の
思
想
を
表
現
せ
る
か
の
イ
タ
リ
ヤ
人
と
は
誰
か
。
そ
れ
は
丁
度

そ
の
甑
サ
ヴ
ォ
ー
ナ
の
澱
を
放
免
せ
ら
れ
た
る
汁
六
才
の
若
き
ゼ
ノ
ア
の
人
、
ジ
ュ
セ
ッ
・
へ
、
マ
ッ
チ
ー
’
一
そ
の
人
で

あ
っ
た
。

一
八
三
○
年
カ
ル
ポ
ナ
ロ
の
嫌
疑
を
以
て
サ
ヴ
ォ
ー
ナ
の
獄
に
あ
る
や
「
少
さ
な
格
子
窓
よ
り
眼
を
放
つ
時
に
目
前

マ
ッ
チ
ー
ニ
さ
青
年
イ
タ
リ
ヤ
一
四
九

断
せ
ら
れ
給
ふ
た
な
ら
ば
、
あ
な
た
け

あ
る
。
勝
利
の
秘
密
は
意
志
に
あ
り
。

此
の
言
紫
を
語
り
論
へ
。
幽
雌
の
先
噸
に
立
ち
給
へ
Ｕ
剛
し
て
あ
な
た
の
疵
に
統
一
、
自
川
、
猫
立
、
と
記
し
紺
へ
。
復
雌

者
、
民
族
蝋
惟
利
の
代
表
者
、
全
イ
タ
リ
ヤ
の
呼
皿
者
た
る
邪
を
宝
言
し
給
へ
。
イ
タ
リ
ヤ
を
野
溌
人
よ
り
解
放
し
粉
へ
未
來

を
刷
り
船
へ
。
仙
細
に
あ
な
た
の
名
を
典
へ
紺
へ
・
之
と
共
に
新
時
代
を
始
ま
ら
し
め
給
へ
。

（
中
略
）
あ
な
た
が
自
ら
の
地
位
を
允
分
理
解
せ
ら
れ
一
つ
の
商
き
使
命
を
布
す
と
碓
佑
せ
ら
れ
、
朋
則
に
噺
乎
と
し
て
決

断
せ
ら
れ
給
ふ
た
な
ら
ば
、
あ
な
た
は
碓
庇
な
勝
利
の
菰
を
歩
き
紺
ふ
だ
ら
う
。
陛
下
．
よ
・
硴
信
は
他
の
細
て
に
勝
る
・
幻
で

ふ
た
な
ら
、
お
』
そ
の
聯
に
は
あ
な
た
は
此
の
罐
に
從
ひ
総
ふ
。
そ
れ
は
天
才
の
盤
で
あ
り
、
仙
紀
よ
り
批
紀
へ
と
永
遠
な
る

も
の
へ
向
上
す
る
べ
く
あ
な
た
に
手
を
伸
ば
す
時
代
の
雛
で
あ
る
。
そ
れ
は
あ
な
た
に
全
く
伽
聴
す
る
癖
に
唯
一
つ
の
言
葉
を

待
っ
て
ゐ
る
全
イ
象
リ
ヤ
の
朧
で
あ
る
。

陛
下
よ
。
若
し
も
あ
な
た
が
行
動
し
船
は
ね
ば
仙
人
が
あ
な
た
無
し
に
、
あ
な
た
に
反
對
し
て
行
肋
す
る
で
せ
う
ｏ
あ
な
た

を
治
世
の
初
期
に
脱
幅
し
た
る
災
衆
の
椴
呼
に
迷
は
さ
れ
総
ふ
な
。
此
の
職
呼
の
源
に
遡
っ
て
乢
衆
の
恩
想
を
究
め
給
へ
・

か
の
職
呼
は
あ
な
た
の
名
が
廿
一
年
の
年
を
恩
川
さ
し
め
た
鯛
に
起
っ
た
も
の
で
あ
る
。

陛
下
よ
。
私
は
群
下
に
興
埋
を
語
っ
た
。
自
由
な
る
人
之
は
蛮
行
に
よ
る
あ
な
た
の
返
群
を
待
っ
て
ゐ
る
。
そ
れ
が
如
何
で

あ
ら
う
と
も
後
世
は
あ
な
た
に
封
し
て
次
の
如
き
判
断
を
下
す
だ
ら
う
、
と
い
ふ
邪
を
考
悶
し
船
へ
。

人
間
の
中
の
雌
初
の
人
で
あ
る
か
、
或
は
イ
タ
リ
ヤ
の
無
洲
の
中
の
雌
後
の
人
で
あ
る
か
と
。

何
れ
か
を
挫
び
船
へ
。
一
イ
タ
リ
ヤ
人
。
③



↓
、
シ
チ
ー
’
一
ざ
苛
年
イ
復
リ
ャ
一
五
○

に
横
た
は
る
、
向
然
の
我
等
に
示
す
二
つ
の
無
限
性
の
象
徴
、
妓
高
の
對
象
、
た
る
あ
の
「
室
と
海
」
と
に
か
こ
ま
れ

た
商
を
塔
の
一
室
に
、
聖
評
、
タ
キ
ッ
ス
、
、
ハ
イ
ロ
ン
、
を
坐
右
に
、
孤
珊
な
幽
閉
の
中
に
粟
想
、
思
索
、
し
た
も
の

は
祗
閏
の
棚
立
の
篤
の
「
青
年
イ
タ
リ
ヤ
」
（
毎
国
○
ぐ
言
①
冒
冒
）
の
計
飛
で
あ
っ
た
。
而
も
彼
の
思
想
は
自
ら
の

皿
阿
の
み
に
限
ら
る
べ
き
も
の
で
な
く
，
伊
太
利
人
が
先
づ
族
孝
一
掲
げ
て
他
の
剛
民
を
指
示
、
教
導
す
べ
き
で
あ
る
。

今
や
彼
の
深
き
思
索
は
新
た
に
建
設
さ
る
Ｌ
「
青
年
イ
タ
リ
ヤ
」
を
導
く
、
宗
教
的
、
迩
徳
的
諸
腺
理
で
あ
り
、
カ
ル
ポ

ナ
リ
ス
ム
は
彼
の
高
き
指
標
と
す
べ
き
目
標
か
典
へ
ざ
る
物
と
し
て
排
斥
せ
ら
れ
、
唯
に
外
國
の
瀧
帆
よ
り
の
祁
剛
の

解
放
、
の
み
な
ら
ず
剛
内
専
政
飛
主
も
減
さ
る
べ
き
で
あ
り
、
叉
同
様
に
数
仙
紀
以
來
伊
太
利
の
蝿
た
る
法
王
樅
も
倒

さ
る
べ
し
。
燃
ゆ
る
が
如
き
肌
國
愛
に
も
拘
は
ら
ず
、
彼
の
思
想
は
奴
隷
の
境
地
に
苦
し
む
イ
タ
リ
ヤ
民
族
の
み
に
向

け
ら
る
上
に
非
李
し
て
、
彼
の
全
努
力
を
導
く
主
要
糀
祁
は
即
ち
肌
剛
が
諸
叫
民
の
職
導
考
と
な
る
事
で
あ
る
。
即
ち

彼
の
言
葉
に
よ
れ
ば
「
伊
太
利
人
は
欺
洲
の
爲
の
新
生
油
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ー
プ
を
と
る
』
鼎
で
あ
る
。

そ
の
深
き
宗
敦
的
粘
祁
に
も
拘
は
ら
ず
彼
は
カ
ト
リ
ッ
ク
識
の
中
に
眞
の
ヰ
リ
ス
ト
戦
の
歪
曲
を
見
、
彼
の
求
め
て

や
ま
ぬ
も
の
は
誠
の
キ
リ
ス
ト
駁
粘
祁
に
随
か
れ
た
宗
識
で
あ
り
、
之
こ
そ
諸
幽
民
に
向
山
を
典
へ
る
だ
ら
う
。
仙
界

が
永
い
川
宗
教
的
信
仰
の
熾
明
蕊
と
し
て
眺
め
來
つ
た
ロ
！
マ
は
新
し
き
、
よ
り
高
き
信
仰
の
炬
火
な
か
上
ぐ
べ
き
で

あ
る
。
故
に
法
王
椛
の
束
純
よ
り
永
逵
の
都
を
解
放
す
る
事
が
高
き
聖
な
る
使
命
で
あ
り
、
之
に
よ
っ
て
同
時
に
他
の

諸
閣
民
も
初
め
て
彼
等
わ
苦
し
め
る
恥
ず
べ
き
鎖
よ
り
解
放
せ
ら
る
上
だ
ら
う
。
マ
ッ
チ
ー
ニ
は
後
に
次
の
様
に
語
つ

て
ゐ
る
。

－



「
私
が
若
き
時
に
、
賦
洲
の
新
生
活
の
イ
’
一
シ
ア
チ
ー
プ
は
吾
等
民
族
の
心
、
行
爲
、
犠
牲
心
、
よ
り
生
ず
と
信
じ
た

時
、
私
は
私
の
中
に
再
び
ロ
ー
マ
の
弧
き
蕊
を
剛
い
た
。
私
の
聞
い
た
そ
の
呼
蕊
は
愛
す
べ
き
尊
敬
を
以
て
諸
剛
民
に

認
め
ら
れ
、
彼
等
の
心
の
中
に
保
存
せ
ら
れ
、
全
人
類
の
爲
の
道
徳
的
紡
合
、
服
朋
を
告
け
る
だ
ら
う
。
私
は
ロ
ー
マ
↓
御
帥

が
帥
と
共
和
的
イ
ダ
リ
ャ
の
名
に
よ
っ
て
、
諾
叫
此
に
一
の
共
通
の
目
的
、
一
の
新
家
激
の
韮
礎
を
鮒
る
の
を
見
た
。
又

私
は
肱
洲
が
如
何
に
懐
疑
主
義
、
自
我
、
主
義
、
無
政
府
欣
態
、
に
倦
き
て
新
し
き
信
仰
を
熱
烈
に
漱
迎
し
た
か
老
見

④

た
。
之
が
サ
ヴ
オ
ー
ナ
の
一
少
獄
腸
に
於
け
る
私
の
老
で
あ
っ
た
」
又
他
の
所
に
記
し
て
曰
く
、

「
私
の
妓
初
の
祁
閏
の
夢
を
照
ら
し
た
る
幻
は
私
自
身
の
生
活
に
開
す
る
限
り
は
消
へ
失
せ
た
。
私
が
碓
く
信
ず
る
如

く
た
と
へ
此
の
幻
が
疵
現
せ
ら
れ
た
と
し
て
も
、
私
は
既
に
蕊
中
に
あ
る
だ
ら
う
。
か
Ａ
ろ
思
想
の
故
に
私
は
一
生
涯

中
、
ユ
ー
ト
ビ
ス
ト
、
無
思
應
者
と
呼
ば
れ
、
同
時
に
吸
掩
幻
滅
せ
し
め
ら
れ
、
悩
ま
さ
れ
た
の
で
、
私
は
海
と
天
と
の

⑤

間
に
、
人
川
の
接
隅
か
ら
離
れ
て
あ
る
、
サ
ヴ
ォ
ー
ナ
の
孤
棚
な
獄
腸
を
腰
掩
怖
幟
と
苦
悩
の
心
と
を
以
て
追
想
す
る
。
」

此
鹿
に
彼
の
説
く
一
に
し
て
、
分
ち
難
き
、
民
主
的
共
和
図
の
首
都
ロ
ー
マ
は
法
王
の
ロ
ー
マ
に
非
ず
し
て
「
刺
と
共

和
的
イ
タ
リ
ヤ
の
名
に
於
て
諸
叫
民
に
共
通
の
目
的
、
新
宗
識
の
韮
礎
を
鮴
る
」
べ
く
定
め
ら
れ
た
「
民
衆
の
ロ
川

ご
冒
詞
○
ｇ
四
。
堅
團
亘
○
の
詔
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
彼
に
と
っ
て
は
、
イ
タ
リ
ヤ
の
事
は
人
鋤
の
事
で
あ
り
、

い
つ
の
日
か
カ
ピ
ト
ー
ル
の
岡
よ
り
友
朋
の
嫡
、
「
刺
と
民
衆
」
豆
Ｃ
①
冒
一
）
ｇ
ｏ
と
い
ふ
救
済
の
言
葉
が
告
げ
ら
る

Ｌ
で
あ
ら
う
か
ら
。

ジ
ェ
ノ
ア
の
共
和
主
義
春
は
此
陛
に
古
の
フ
ロ
レ
ン
ス
の
王
樅
主
義
者
の
口
調
を
以
て
語
っ
て
ゐ
る
。
此
の
ネ
オ
巾
，

マ
ッ
チ
ー
ニ
さ
青
年
イ
タ
リ
ヤ
一
五
一

'
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１

諦
搬
不
充
分
の
爲
に
一
八
一
三
年
初
に
亡
命
の
パ
ン
を
選
ん
だ
時
上
述
の
如
き
思
想
を
抱
き
つ
上
、
ゲ
ン
フ
を
経
て

常
時
イ
タ
リ
ヤ
人
が
サ
ヅ
オ
イ
佼
入
わ
一
企
て
Ｌ
ゐ
る
リ
ヨ
ン
に
赴
き
、
之
が
失
敗
す
る
や
コ
ル
シ
ヵ
に
赴
い
て
中
部
イ

タ
リ
ヤ
の
鋒
起
を
助
け
魂
の
抑
唾
を
見
る
や
、
遂
に
マ
ッ
チ
ー
’
一
は
活
動
の
本
擦
を
マ
ル
セ
イ
ユ
に
選
ん
だ
。
此
唯
に

パ
ル
マ
。
モ
デ
ナ
ｏ
法
王
剛
等
よ
り
來
れ
ろ
多
歎
の
亡
命
薪
が
彼
の
共
和
的
青
年
Ⅲ
服
建
設
に
協
力
し
、
前
掲
の
カ
ル
ロ

↓
、
ヅ
チ
ー
一
一
ざ
背
年
イ
タ
リ
ヤ
一
五
二

ロ
マ
ン
的
信
條
は
ダ
ン
テ
の
デ
、
モ
ナ
ル
キ
ア
を
想
は
し
む
る
。
法
王
の
都
市
な
ら
ざ
る
価
界
的
共
和
閏
の
中
心
ロ
ー

マ
は
諦
幽
民
を
集
め
て
信
仰
と
樅
威
、
即
ち
人
川
の
完
全
性
へ
の
信
仰
と
、
永
述
の
都
市
の
螺
に
岡
有
の
樅
威
に
耳
を

傾
け
し
む
る
。
之
一
の
夢
、
楽
や
か
な
夢
と
人
は
言
ふ
だ
ら
う
。
而
も
之
は
彼
の
維
生
塗
ら
ざ
る
信
念
で
あ
っ
た
。

と
の
マ
ッ
チ
ー
ニ
の
鋪
三
の
ロ
ー
マ
弓
①
愚
凶
刃
○
日
型
の
恩
想
は
オ
ッ
ト
ー
、
フ
オ
ッ
ス
ラ
ー
が
そ
の
著
、
「
時
代
の
精
祁
的

洲
流
よ
り
兄
た
る
マ
ッ
チ
ー
ニ
の
政
論
腔
想
」
、
に
折
摘
し
て
ゐ
る
棚
に
、
サ
ン
シ
モ
ン
、
韮
炎
に
影
稗
せ
ら
れ
た
思
想
で
あ

る
。
ヤ
ッ
チ
ー
ニ
は
サ
ン
シ
モ
ン
派
が
そ
の
雁
史
押
畢
に
於
て
、
妃
に
瀕
せ
る
無
賄
仰
な
燗
人
．
眠
鐺
的
時
代
に
針
し
て
新
に
始

ま
り
っ
』
あ
る
牡
獅
的
時
代
即
ち
個
人
よ
り
も
祉
凹
、
訓
の
欲
ず
る
共
通
の
推
歩
、
自
山
、
統
一
的
儒
仰
の
人
知
の
理
想
の
時

代
の
出
現
を
碗
い
た
醜
に
従
っ
て
累
刷
年
イ
タ
リ
ヤ
‐
一
を
以
て
二
つ
の
敵
對
す
る
時
代
、
脈
埋
の
側
の
極
め
て
人
間
主
斐
的
、

倫
理
的
戦
に
於
て
反
汕
的
諸
勢
力
と
對
立
せ
し
め
、
此
の
新
時
代
の
指
導
者
を
フ
ラ
ン
ス
と
な
し
た
サ
ン
シ
エ
」
ン
派
と
は
反
對

に
、
彼
は
寧
ろ
、
フ
ラ
ン
ス
の
ヘ
ゲ
垂
－
－
に
對
抗
し
て
、
第
三
の
ロ
ー
マ
馬
』
‐
曽
冒
ョ
四
の
普
遍
的
、
遁
徳
的
支
剛
椛
の

思
想
を
導
き
川
し
、
サ
ン
シ
モ
ン
派
が
来
る
べ
き
時
代
を
鋪
三
の
有
雛
的
時
代
と
な
し
「
ヱ
ル
サ
レ
ム
」
「
シ
ー
ザ
ー
の
ロ
ー

マ
」
「
キ
リ
ス
ト
数
世
界
の
ロ
ー
マ
」
を
以
て
人
烈
の
三
つ
の
猜
迩
的
都
市
と
な
せ
る
思
想
に
従
っ
て
、
マ
ッ
チ
ー
ニ
は
シ
ー

ザ
ー
。
法
王
。
の
ロ
ー
マ
の
後
に
「
鋪
三
の
ロ
ー
マ
」
が
新
塒
代
に
全
民
族
を
一
の
就
称
に
錐
む
く
し
と
考
へ
た
の
で
あ
る
。

之
は
徒
の
ジ
オ
ベ
ル
テ
イ
ー
の
イ
ダ
リ
ャ
僻
越
揃
と
類
似
せ
る
鮎
が
あ
る
Ｏ
か
く
て
「
青
年
イ
タ
リ
ヤ
」
の
日
的
は
祁
岡
の
み

な
ら
ず
、
細
て
の
蒋
澗
、
分
製
せ
る
人
獅
を
疵
．
放
す
る
に
在
っ
た
。



’

「
青
年
を
鋒
起
せ
る
民
衆
の
先
頭
に
立
て
よ
。
之
等
の
若
き
人
糞
の
中
に
如
何
な
る
力
が
潜
む
か
，
青
年
の
盤
が
群

集
に
對
し
て
如
何
な
る
脈
力
を
有
す
る
か
を
人
は
知
ら
な
い
。
人
は
彼
等
の
中
に
新
宗
教
の
爲
の
使
徒
の
群
を
兇
る
だ

ら
う
。
然
し
乍
ら
青
年
は
活
動
に
生
き
熱
附
と
信
仰
と
に
成
渥
す
る
。
一
の
莊
厳
な
使
命
に
よ
っ
て
彼
等
尭
淨
め
よ
◎

鼓
手
と
稀
讃
と
を
以
て
彼
等
を
燃
へ
立
た
し
め
よ
。
彼
等
の
間
に
火
の
言
葉
と
鯉
感
の
言
葉
を
搬
め
よ
ｃ
彼
等
に
國
家

⑦

と
、
榮
光
と
、
諸
舞
の
偉
大
な
追
憶
と
を
語
れ
」

③
＠

か
上
る
呈
円
年
イ
タ
リ
ヤ
」
灘
運
動
の
性
愛
を
よ
く
窺
は
し
む
る
も
の
は
次
に
鍋
ぐ
る
瀧
貝
の
評
言
と
川
蹴
の
綱
恢
と

ア
ル
ベ
ル
ト
王
へ
の
公
開
の
菩
簡
の
記
さ
れ
た
の
は
丁
度
此
の
域
の
事
で
あ
る
。
二
八
一
三
年
五
月
或
は
六
月
）
「
青

年
イ
タ
リ
ヤ
」
建
設
と
同
時
に
同
名
の
機
關
紙
の
第
一
職
が
公
け
に
せ
ら
れ
た
の
は
一
八
三
二
年
三
月
十
八
日
で
あ
つ

た
○

で
あ
る
ｃ

青
年
イ
タ
リ
ヤ
蹴
員
の
諄

刷
と
イ
タ
リ
ヤ
と
の
橘
に
於
て
。
外
出
亦
は
伽
内
の
韮
獅
の
下
に
倒
れ
た
る
聖
な
る
イ
タ
リ
ヤ
の
厩
の
細
て
の
殉
激
務
の

宿
に
於
て
。

私
を
加
川
及
び
祁
が
私
に
遥
れ
る
兄
弟
逵
に
結
び
つ
け
る
礎
称
に
よ
っ
て
。
私
の
母
に
生
命
を
典
へ
、
叩
し
て
私
の
子
供

の
故
郷
と
な
る
べ
き
剛
土
隔
對
し
て
私
が
持
つ
、
凡
て
の
人
問
に
天
賦
の
一
謎
に
よ
っ
て
。
泓
が
悠
、
不
正
、
其
恋
、
無
政
に

對
し
て
抱
く
、
凡
て
の
人
に
天
賦
の
州
悪
に
よ
っ
て
ｏ
私
が
他
の
剛
士
の
市
災
の
前
に
立
つ
時
に
、
私
は
市
民
と
し
て
の
何

等
の
樅
利
も
、
叉
側
等
の
刷
倒
も
閥
旗
も
有
せ
ず
と
の
硴
備
を
仰
た
る
時
に
私
の
趣
を
彩
る
赤
間
に
よ
っ
て
ｏ
私
が
そ
の
鰯

に
使
命
を
有
し
師
も
そ
れ
を
行
使
す
る
事
の
川
來
な
い
（
魁
の
魂
を
職
か
せ
る
）
か
の
自
川
へ
の
師
醐
に
よ
っ
て
ｏ
そ
れ
を

マ
ッ
チ
ー
ニ
さ
青
年
イ
タ
リ
ヤ
一
五
三
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マ
ッ
チ
ー
ニ
さ
青
年
イ
タ
リ
ヤ
・
一
五
四

遡
求
ず
る
鱈
に
私
が
生
れ
、
伽
も
収
繩
の
如
き
雁
力
に
よ
っ
て
そ
れ
に
到
逓
し
無
な
い
商
き
袴
に
よ
っ
て
。
我
等
の
湖
去
の

朧
大
さ
の
辿
憶
、
我
等
の
塊
庇
の
屈
従
の
悠
燗
に
よ
っ
て
。
絞
首
蕊
上
に
て
、
職
中
に
て
或
は
亡
命
に
て
倒
れ
た
る
子
供
の

鰯
に
流
す
イ
ダ
リ
ャ
の
母
親
雄
の
涙
に
よ
っ
て
。
幾
十
脚
の
人
左
の
苦
悩
に
よ
っ
て
、
私
は
此
瞳
に
癖
言
す
る
。

刺
に
よ
っ
て
イ
タ
リ
ヤ
の
．
土
地
に
杢
ね
ら
れ
た
使
命
と
そ
れ
を
果
す
郡
を
努
力
す
べ
き
總
て
の
イ
タ
リ
ヤ
人
の
錐
務
を
私

は
僻
ず
る
が
故
に
、
帥
が
一
の
剛
民
が
存
在
す
べ
し
と
命
ぜ
し
所
に
は
、
洲
は
亦
そ
れ
を
変
現
す
る
に
必
要
な
力
を
典
へ
総

ふ
、
此
の
力
は
諸
民
族
に
典
へ
ら
れ
て
隅
り
、
そ
れ
を
乢
族
に
よ
っ
て
、
民
族
の
鰯
に
正
し
く
川
ふ
る
脈
に
勝
利
の
秘
辨
は

存
す
と
の
確
慌
を
持
つ
が
故
に
、
Ⅲ
叉
拙
と
は
活
醐
、
騒
牝
的
功
鉦
、
力
、
統
一
、
堅
忍
に
存
す
と
の
碓
き
偏
念
を
も
つ
が

故
に
、
私
は
青
年
イ
タ
リ
ヤ
の
鱈
に
、
同
一
の
倫
仰
を
も
つ
人
之
の
同
盟
に
此
の
身
を
棒
ぐ
。
而
し
て
一
の
統
一
せ
る
目
山

な
る
獅
立
の
共
和
的
イ
タ
リ
ヤ
を
作
る
と
い
ふ
、
彼
等
と
の
共
同
の
努
力
に
自
ら
、
全
く
、
、
水
久
に
此
の
野
を
妹
げ
、
言
葉

に
よ
る
に
せ
よ
、
行
動
に
よ
る
に
せ
よ
、
私
の
力
の
及
ぶ
限
り
の
手
段
を
以
て
背
年
イ
タ
リ
ヤ
の
日
的
の
鰯
に
、
叉
そ
の
口

的
・
睡
現
の
唯
一
の
手
段
た
る
協
脚
の
鰯
に
、
或
は
そ
れ
の
み
が
抵
群
せ
ら
れ
た
る
も
の
に
永
細
性
を
典
へ
錦
る
徳
の
鰯
に
、

私
の
イ
タ
リ
ヤ
の
呵
朋
を
激
帝
し
、
如
何
な
る
他
の
結
合
に
も
参
加
せ
ず
、
青
年
イ
タ
リ
ヤ
の
粘
祁
に
合
致
し
、
私
と
共
に

共
通
に
私
の
イ
タ
リ
ヤ
の
Ｍ
肌
の
結
合
を
代
表
す
る
人
た
よ
り
私
に
典
へ
ら
れ
た
る
凡
ゆ
る
指
令
に
服
從
し
、
と
の
術
令
の

秘
密
は
私
の
一
命
に
か
け
て
守
り
、
私
と
共
に
川
一
の
同
盟
に
脇
す
る
兄
弟
逹
を
出
侮
と
、
行
動
と
に
よ
っ
て
助
け
る
邪
を

ｌ
今
こ
そ
而
し
て
永
遠
に
○
国
の
叩
の
目
〕
滝
の
ｌ
拝
ふ
。

之
を
私
は
秤
ひ
、
而
し
て
醐
一
私
が
此
の
拝
の
奈
部
か
一
部
か
を
裏
切
っ
た
場
合
は
私
は
自
ら
の
噸
上
に
祁
の
怒
・
り
、
人

間
の
椚
悪
、
個
審
の
恥
辱
を
呼
び
お
ろ
す
で
あ
ら
う
。

青
年
イ
タ
リ
ヤ
燕
綱
領

亀
一
條
）
青
年
イ
タ
リ
ヤ
は
韮
歩
と
袋
務
の
理
法
を
怖
じ
、
伊
太
利
は
一
剛
民
と
な
る
運
命
を
有
す
と
信
じ
、
ｌ
伊
太
利
は

一
剛
民
と
な
る
に
充
分
の
力
を
自
ら
の
中
に
有
す
と
砧
じ
、
か
っ
て
の
努
力
の
不
成
功
は
価
太
利
の
弱
さ
に
よ
る
に
非
ず
し

て
そ
の
中
に
あ
る
球
命
叩
嬰
業
の
折
導
の
宜
し
善
。
を
稗
な
か
っ
た
郡
に
よ
る
と
信
じ
、
’
又
力
の
癌
密
は
努
力
の
不
断
性

と
統
一
性
に
存
す
と
偏
ず
る
伊
太
利
人
の
盟
朋
で
あ
る
。
彼
等
は
思
想
と
行
爲
と
を
、
伊
太
利
を
自
由
人
と
平
等
人
と
の
猟

■
」



立
の
主
催
的
剛
氏
と
し
て
郡
組
織
す
る
と
い
ふ
大
Ｒ
的
に
捧
げ
る
と
い
ふ
狼
き
意
州
の
下
に
牝
の
剛
体
に
参
加
す
る
。

（
第
二
膝
）
伊
太
利
と
は
、
仰
大
陸
及
び
小
品
伊
太
利
で
あ
り
、
北
は
ア
ル
プ
ス
の
雌
商
迎
山
菜
線
、
耐
は
海
、
西
は
ヴ
ァ
ロ

河
口
、
東
は
ト
リ
エ
ス
ト
を
脚
て
界
と
す
る
。
倒
休
民
の
言
評
に
よ
っ
て
伊
太
利
人
で
あ
る
と
證
明
さ
れ
、
特
殊
の
行
政

的
組
織
の
下
に
伊
本
利
の
政
漏
的
統
一
を
形
成
す
る
迩
命
を
有
す
る
諸
島
噸
。

岡
民
と
は
共
逝
の
盟
約
に
よ
っ
て
結
合
さ
れ
同
一
の
注
搾
に
よ
っ
て
支
配
さ
る
慥
伊
太
利
の
普
遍
体
で
あ
る
。

（
第
三
條
）
腿
休
の
韮
礎
：
：
と
の
剛
体
の
、
的
は
並
命
で
あ
る
。
然
し
そ
の
群
作
は
特
に
激
化
的
で
あ
る
。
從
２
Ｌ
そ
れ
は
、

國
民
激
育
を
指
導
し
、
仰
太
利
に
安
寧
と
虹
生
と
の
希
窮
を
典
へ
る
如
き
諸
陳
理
を
術
言
す
る
。

青
年
イ
タ
リ
ヤ
は
共
和
主
義
者
に
し
て
統
一
主
錠
粁
で
あ
る
。

何
と
な
れ
ば
細
て
の
丘
の
主
椎
は
本
來
、
団
災
、
即
ち
楽
商
な
逝
徳
律
の
唯
一
の
推
歩
的
、
繼
細
的
岬
繩
著
の
中
に
存
在

何
と
な
れ
ば
識
・
王
的
要
素
は
そ
れ
自
ら
で
は
人
蝿
的
要
素
と
並
ん
で
自
ら
を
保
持
す
る
辨
が
不
可
能
で
あ
る
か
ら
そ
れ
は

必
然
的
に
不
平
等
と
全
図
嬢
の
斌
癖
の
因
た
る
洸
族
階
級
と
い
ふ
仲
介
的
要
素
を
包
含
す
る
か
ら
。

何
と
な
れ
ば
中
仙
に
於
け
る
如
く
王
朝
が
今
や
消
減
せ
る
郷
聖
な
る
椛
利
の
循
仰
に
韮
礎
を
お
か
ざ
る
時
に
は
、
剛
家
に

於
け
る
統
一
と
椛
戚
の
紬
紐
と
な
る
に
は
あ
ま
り
に
弱
く
な
る
か
ら
。

何
と
な
れ
ば
鰍
洲
に
起
れ
る
一
通
の
推
歩
的
型
批
．
の
不
可
避
の
慨
向
は
共
知
的
腺
理
の
溌
蝸
に
向
ひ
、
Ⅱ
叉
側
太
利
に
於

け
る
王
朝
的
原
理
は
や
が
て
新
戯
．
命
の
必
然
桃
を
締
ひ
來
る
だ
ら
う
か
ら
。

青
年
イ
タ
リ
ヤ
は
、
伊
太
利
に
は
迩
除
に
王
朝
的
要
讓
が
存
征
せ
ざ
る
故
に
、
共
和
的
で
あ
る
。
王
冠
と
人
民
と
の
川
に

は
面
接
の
位
世
を
占
む
る
と
こ
ろ
の
有
刀
に
し
て
命
儒
す
べ
き
挫
族
を
拙
く
◎
蕊
光
、
或
は
剛
災
の
溌
展
に
對
し
て
雑
さ
れ

た
疋
要
な
る
奉
仕
の
偲
統
を
持
ち
、
極
左
の
剛
家
の
Ｍ
粥
、
親
愛
を
亥
剛
す
る
が
如
き
飛
主
を
も
つ
伊
太
利
王
朝
を
害
変
は

我
等
伊
太
利
の
偲
統
は
本
來
共
和
的
で
あ
り
我
等
の
伸
大
な
る
祀
念
は
共
却
的
で
あ
り
、
筏
等
剛
雌
的
推
歩
の
雁
史
は
全

て
共
和
的
で
あ
る
。
故
に
王
政
を
吾
凹
に
辿
て
る
邪
は
忽
ち
披
味
と
な
り
、
外
剛
と
の
不
断
の
屈
從
關
係
の
た
め
に
吾
剛
の

哀
域
を
招
来
す
ｏ
剛
災
の
祁
利
に
反
す
る
と
共
に
剛
氏
の
統
一
に
も
反
す
る
も
の
で
あ
る
。
青
年
イ
タ
リ
ヤ
は
統
一
主
義
者

有
せ
ず
０

す
る
か
ら
○

マ
ッ
チ
ー
ニ
さ
青
年
イ
タ
リ
ヤ

I

一
五
五

I
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「

Ｉ

ｊ

ｌ

「
青
年
イ
タ
リ
ヤ
」
の
建
設
を
以
て
近
代
イ
タ
リ
ヤ
の
閏
民
思
想
は
初
め
て
無
力
な
怖
慨
と
夢
想
の
域
を
脱
し
て
従
際

的
政
治
の
倣
城
に
入
っ
た
。
マ
ッ
チ
ー
’
一
の
班
想
は
必
然
的
に
過
去
イ
タ
リ
ヤ
の
怖
勢
と
、
七
月
革
命
後
の
一
般
の
賦

洲
的
危
機
と
辮
接
に
開
聯
す
る
も
の
で
あ
る
。
顧
る
に
、
一
八
二
○
年
、
一
八
二
一
年
は
佃
凌
國
家
の
少
範
位
内
に
改

革
が
試
み
ら
れ
た
に
過
ぎ
ず
、
一
八
一
三
年
の
鋒
起
は
近
隣
の
剛
家
へ
の
干
渉
を
避
け
る
事
に
効
め
、
之
等
三
度
の
鋒

起
は
何
れ
も
塊
に
抑
雌
せ
ら
れ
た
事
に
鑑
み
、
マ
シ
チ
ー
ニ
は
全
イ
タ
リ
ヤ
に
亘
る
鋒
起
ぞ
誘
致
し
て
自
山
統
一
を
阻

む
塊
に
對
抗
せ
ん
と
し
た
の
で
あ
り
、
且
叉
此
の
際
イ
タ
リ
ヤ
の
諸
君
主
へ
の
信
頼
提
携
を
期
待
し
な
か
っ
た
の
は
一

マ
ッ
チ
ー
ニ
さ
行
年
イ
タ
リ
ヤ
一
五
六

で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
聯
●
邪
細
搬
は
瑞
刈
の
如
き
政
満
的
不
能
状
態
に
伊
太
利
を
陥
れ
必
然
的
に
之
を
隣
岡
の
何
れ
か
の
勢

力
の
下
に
お
く
も
の
で
あ
る
。
と
の
細
鋤
は
芥
地
力
の
罪
翻
を
お
こ
し
伊
太
利
を
し
て
中
古
の
状
態
に
通
ら
し
む
る
も
の
で

あ
る
。
阿
組
識
は
伊
太
利
大
家
族
の
紬
介
を
破
壊
し
去
り
、
以
て
仙
太
利
が
人
菰
の
鰯
に
完
成
す
べ
き
大
仙
命
の
押
祷
を
斑

す
に
至
る
も
の
で
あ
る
。
、
し
て
今
や
微
洲
は
伽
次
に
Ⅱ
っ
不
可
通
に
峨
洲
趾
愈
を
し
て
一
の
岐
汎
に
し
て
紬
合
せ
る
然
似

た
ら
し
む
く
く
錨
導
す
る
と
こ
ろ
の
塑
蛾
の
迩
腿
の
巾
に
存
在
し
っ
匙
あ
る
の
で
あ
る
ｏ
（
中
略
）
と
の
主
炎
即
ち
害
等
の

協
同
の
飛
礎
に
し
て
Ⅱ
っ
そ
の
伽
接
の
結
果
た
る
と
と
ろ
の
も
の
は
、
蛍
に
満
年
イ
タ
リ
ヤ
蹴
の
儒
條
を
形
成
す
。
と
の
脈

條
を
承
認
し
肌
っ
碓
肺
す
る
者
に
し
て
初
め
て
藩
等
の
協
皿
に
加
入
す
る
壷
幡
が
あ
る
。

（
第
四
篠
）
ゲ
リ
ラ
職
法
を
以
て
す
る
挺
乱
は
、
庇
に
外
州
の
制
岻
よ
り
解
放
さ
れ
ん
聯
を
希
望
す
る
細
て
の
岡
民
に
と
っ
て
の

剛
罪
の
方
法
で
あ
る
。
と
の
方
法
は
擬
乱
の
岱
初
に
は
岱
然
仙
亡
せ
る
と
こ
ろ
の
正
規
の
蛎
除
を
次
輔
に
連
誰
袖
充
し
、
職

場
に
雌
多
歎
の
兵
興
耶
登
を
詮
り
川
し
、
而
も
雌
少
の
維
持
支
給
を
以
て
足
る
も
の
で
あ
る
ｏ
國
民
の
蹴
事
激
育
を
成
立
せ

し
め
、
凶
零
の
細
念
を
以
っ
て
、
倒
士
の
凡
ゆ
る
部
分
を
面
献
し
僻
る
も
の
で
あ
る
。
ゲ
リ
ー
ブ
峨
法
を
以
て
各
地
方
能
力
の

活
動
の
素
地
を
拓
き
敵
に
不
馴
れ
の
戦
法
を
亜
制
し
、
大
敗
北
の
禰
嵜
を
豫
防
し
、
醐
雌
的
戦
闘
を
詑
謀
の
淵
よ
り
館
か
れ

し
め
、
亜
邪
行
測
の
一
定
規
の
形
態
に
限
定
さ
れ
ざ
る
利
益
を
有
せ
し
む
。
（
中
鵬
）
青
年
イ
タ
リ
ヤ
難
興
は
持
彼
等
自
身

之
等
擾
飢
の
主
義
を
仰
揺
す
る
邪
に
悲
勵
す
べ
し
。

－9芯



八
二
○
年
一
八
三
一
年
に
反
動
的
反
剛
民
的
な
諸
君
主
に
裏
切
ら
れ
た
辛
い
經
駿
を
見
た
爲
で
あ
る
。
か
上
る
事
精
の

下
に
マ
ッ
チ
ー
’
一
は
閏
民
的
プ
ロ
ゲ
ラ
ム
を
可
能
に
す
る
鰯
に
共
和
政
を
選
び
、
諦
誘
主
の
代
り
に
民
衆
に
依
傾
し

た
。
イ
タ
リ
ヤ
的
共
和
的
統
一
運
動
は
来
る
べ
き
賦
洲
的
擾
乱
に
於
て
全
欧
の
革
命
的
要
素
に
支
持
せ
ら
る
上
だ
ら
う

と
い
ふ
彼
の
老
は
夢
想
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
イ
タ
リ
ヤ
統
一
的
共
和
閏
の
思
想
に
よ
っ
て
閥
民
的
価
向
と
自

曲
主
義
的
伽
向
と
を
力
弧
く
紺
合
し
て
反
對
的
講
勢
力
に
對
抗
せ
し
め
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
側
向
は
後
の
ネ
オ
、
グ
ェ

ル
フ
ィ
ー
、
或
は
一
八
川
九
年
以
後
の
ピ
ェ
モ
ン
ト
派
に
も
採
ら
れ
た
側
向
で
あ
り
、
統
一
通
勤
の
勝
利
に
武
献
す
る

所
大
で
あ
っ
た
。
而
も
彼
が
ジ
オ
ペ
ル
テ
イ
ー
。
、
ヴ
イ
ク
ト
ル
、
ヱ
マ
ヌ
エ
ル
。
と
異
り
、
民
主
的
方
面
を
菰
ん
じ
た
の

も
、
從
來
の
諸
革
命
の
峡
陥
を
袖
は
ん
と
志
し
た
も
の
で
あ
り
、
外
閏
残
に
フ
ラ
ン
ス
の
支
持
を
拒
ん
だ
の
は
ロ
マ
ー

ニ
ヤ
龍
命
の
失
敗
、
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
的
カ
ル
ポ
ナ
厄
等
を
老
地
し
た
か
ら
で
あ
る
。
マ
ッ
チ
Ｉ
一
一
の
那
想
涯
現
の
可

能
性
は
此
虚
に
論
ぜ
ず
と
も
、
以
上
に
よ
っ
て
知
ら
る
上
如
く
「
背
年
イ
タ
リ
ヤ
」
の
計
識
は
躯
な
る
抽
象
的
非
政
治

的
思
想
家
の
表
現
で
な
く
、
寧
ろ
現
疫
を
願
胆
し
た
淀
際
政
治
的
伽
向
を
多
分
に
含
む
事
が
願
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

⑩

前
掲
の
オ
ッ
ト
ー
、
フ
ォ
ッ
ス
ラ
ー
。
の
薯
井
に
も
匙
ぺ
ら
れ
て
ゐ
る
様
に
、
「
思
想
と
行
動
」
扉
一
画
①
『
○

①
ど
冒
一
の
は
「
背
年
イ
タ
リ
ヤ
」
の
標
語
で
あ
り
、
祁
倒
の
魚
に
戦
ふ
と
共
に
、
戦
へ
る
事
叩
ち
政
治
側
兼
を
締
祁

的
更
に
は
宗
教
的
な
も
の
へ
迄
尚
め
ん
と
し
た
。
か
く
逆
義
的
手
段
を
愛
剛
的
目
的
に
通
川
す
る
事
は
、
イ
タ
リ
ヤ
の

古
き
仰
統
で
あ
り
、
イ
タ
リ
ヤ
剛
民
思
想
の
鯆
一
の
特
鷺
は
文
鯉
と
の
結
合
で
あ
る
。
政
治
的
無
力
の
イ
タ
リ
ヤ
に
於

け
る
、
ダ
ン
テ
・
ペ
ト
｜
フ
ル
ヵ
。
カ
ル
ｒ
ツ
チ
ー
ｏ
ダ
ヌ
ン
ッ
ィ
オ
・
に
兄
ら
る
上
詩
的
文
學
的
人
文
主
義
的
仰
向
の
如
く
、

マ
ッ
チ
ー
ニ
さ
荷
年
イ
次
リ
ヤ
一
五
七

！ ｢~丙
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「
I

マ
ッ
チ
ー
ニ
さ
青
年
イ
タ
リ
ヤ
一
五
八

狭
に
ア
ル
フ
イ
ェ
リ
ｏ
フ
オ
ス
コ
ロ
。
そ
の
他
の
園
足
排
或
は
一
般
欧
洲
の
自
山
主
義
文
學
の
影
響
の
下
に
、
マ
ッ
チ

ー
’
一
の
政
治
態
度
に
は
政
治
的
弱
群
、
却
想
主
義
的
槻
念
的
韮
侠
、
械
牲
心
、
染
商
な
感
怖
の
幻
想
的
感
傷
が
一
賛
し

て
流
れ
て
ゐ
る
。
マ
ッ
チ
ー
’
一
の
政
治
思
恕
を
養
っ
た
鋪
二
の
も
の
は
、
更
に
イ
タ
リ
ヤ
的
な
ロ
ー
マ
的
カ
ト
リ
ッ
ク

的
思
想
で
あ
り
、
政
沿
的
意
欲
、
行
動
を
形
而
上
的
倫
抑
的
抑
念
に
よ
っ
て
規
定
し
、
彼
岸
的
原
理
を
現
衣
政
論
へ
の

老
応
の
上
に
を
か
ん
と
す
る
、
カ
ト
リ
ッ
ク
的
の
詔
で
あ
る
。

此
の
他
、
フ
ラ
ン
ス
ポ
命
思
想
と
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
と
の
影
響
を
も
多
く
受
け
て
ゐ
る
が
、
殊
に
後
の
「
青
年
ヨ
ー
ロ⑪

シ
バ
」
の
思
想
を
暗
示
し
た
も
の
と
し
て
、
マ
ッ
チ
ー
’
一
の
政
治
と
文
學
と
の
深
い
開
係
が
願
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

既
に
早
く
よ
り
．
彼
は
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
の
、
詩
人
と
政
治
と
の
結
合
の
思
想
を
採
っ
て
、
傾
向
文
學
の
色
彩
を
深
く
し

次
第
に
術
古
派
、
浪
漫
波
を
越
へ
て
、
藝
術
の
限
界
を
披
大
し
、
更
に
彼
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
哲
學
的
普
遍
的
商
揚
と

共
に
，
文
學
に
對
し
て
彼
の
要
求
す
る
役
割
の
許
迩
的
満
場
が
な
さ
れ
「
リ
｜
フ
を
手
に
し
た
哲
學
者
」
即
ち
諏
學
詩
を

最
商
の
詩
と
な
し
、
詩
人
を
「
人
川
仙
界
を
動
か
す
蒋
通
的
法
則
の
解
搾
者
」
と
呼
ん
で
歴
史
哲
學
的
傾
向
を
深
め
、

新
浪
漫
的
『
祇
會
的
』
な
青
年
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
學
の
将
質
を
示
し
て
ゐ
る
。
更
に
亜
要
な
事
は
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
丈

學
諭
」
（
一
八
二
九
年
）
に
於
て
ゲ
ー
｜
ア
の
祉
界
文
學
諭
に
言
及
し
て
、
、
馬
且
ｇ
曽
呂
『
ｇ
ｇ
を
説
い
て
、
後
の
「
青
年

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
の
思
想
を
暗
示
し
て
ゐ
る
鮎
で
あ
る
。

「
佛
附
西
の
海
港
都
市
（
マ
ル
セ
イ
己
に
於
て
私
は
、
二
十
年
の
間
逢
っ
た
様
な
あ
の
孤
凋
の
生
活
を
逢
っ
た
。
少

さ
な
部
屋
の
壁
に
園
ま
れ
た
自
川
意
志
に
よ
る
幽
閉
の
生
活
。
私
は
働
き
縦
け
た
。
唯
一
人
で
。
事
務
室
も
な
く
。
手

｢



傳
も
な
く
。
日
も
夜
も
記
事
や
手
紙
を
書
き
、
旅
行
者
諾
迎
へ
伊
太
利
の
水
夫
等
と
交
を
結
び
、
印
刷
さ
れ
た
記
事
を

盤
み
、
荷
作
を
し
、
か
く
緋
祁
的
活
動
と
筋
肉
弊
側
と
の
間
を
熱
心
に
働
い
た
。
他
の
幾
人
か
の
同
志
と
私
は
兄
弟
の

様
に
生
活
し
た
。
我
觜
は
同
一
の
希
鼈
。
思
想
に
結
ば
れ
我
等
の
努
力
に
對
す
る
執
着
の
故
に
他
の
國
共
の
共
和
主
義

者
逹
に
愛
せ
ら
れ
、
讃
嘆
せ
ら
れ
て
。
凪
だ
’
何
と
な
れ
ば
吾
等
は
倣
か
の
金
を
持
つ
の
み
で
あ
り
、
之
を
以
て
細

て
の
支
出
に
あ
て
ｋ
い
た
か
ら
ｌ
吾
等
は
極
度
の
貧
困
に
あ
っ
た
。
而
も
吾
等
は
未
来
に
對
す
る
信
頼
の
微
笑
を
唇

に
浮
べ
て
常
に
一
同
快
活
で
あ
っ
た
。
一
八
一
三
年
’
一
八
三
二
年
の
二
年
閲
は
私
の
な
し
得
た
内
の
鰻
も
純
粋
な
献

⑫

身
の
年
で
あ
っ
た
。
」

當
時
の
彼
の
生
活
を
坊
佛
せ
し
む
る
言
葉
で
あ
る
。
こ
の
二
年
間
に
於
け
る
マ
ッ
チ
ー
’
一
及
び
之
を
助
け
る
少
数
の

愛
阿
者
達
の
活
動
は
愛
に
目
晃
ま
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
名
も
な
く
耐
も
な
く
指
導
者
マ
ッ
チ
ー
ー
ー
を
除
い
て
は
左
程

の
才
能
も
な
い
少
数
の
青
年
逹
は
肌
阿
の
將
來
を
愛
準
す
る
事
を
計
推
し
，
一
大
勢
力
、
襖
と
の
戦
を
準
術
し
つ
つ
あ

っ
た
。
傍
槻
者
に
は
そ
れ
は
狂
人
の
夢
と
見
へ
た
に
扣
逹
な
い
。
指
導
者
マ
ッ
チ
ー
’
一
の
弧
き
信
念
に
導
か
れ
て
、
同

志
一
同
は
何
物
を
も
成
就
し
得
る
事
を
碓
信
し
つ
上
イ
タ
リ
ヤ
半
島
全
肥
に
汎
っ
て
同
怖
者
と
文
通
し
陰
謀
の
網
を
彼

け
つ
上
機
御
を
見
川
す
傭
に
「
青
年
イ
タ
リ
ヤ
」
結
祉
の
支
部
孝
設
け
つ
上
熱
心
に
働
い
た
。
（
一
青
年
イ
タ
リ
ヤ
」
結
肚

⑬

の
組
織
は
屏
男
①
５
、
》
津
騨
唇
冒
夢
⑦
］
〕
国
冒
飼
勗
勗
ｌ
易
急
．
ろ
胃
．
に
繩
し
。
）

そ
の
弘
布
状
態
を
見
る
に
、
マ
ル
セ
イ
ユ
よ
り
梱
に
結
め
ら
れ
た
機
開
紙
は
川
道
を
通
っ
て
ゼ
ノ
ア
。
リ
ヴ
ォ
ル
ノ
・

チ
ヴ
タ
ヴ
望
ツ
キ
ア
に
送
ら
れ
て
同
志
の
手
に
渡
り
、
マ
ッ
チ
ー
ニ
の
故
剛
ピ
エ
モ
ン
ト
で
は
政
府
の
不
安
定
に
乘
じ

マ
ッ
チ
ー
ニ
さ
背
年
イ
タ
リ
ヤ
一
五
九
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マ
ッ
チ
ー
ニ
さ
青
年
イ
タ
リ
ヤ
一
六
○

て
宣
仰
の
菰
は
ア
レ
サ
ン
ド
リ
ア
。
チ
ュ
ー
リ
ン
。
シ
ャ
ン
ベ
リ
に
稲
か
れ
市
雌
階
級
の
み
な
ら
ず
、
駆
除
に
も
従
同

考
を
独
得
し
、
ロ
ン
や
ハ
ル
ト
、
ヴ
ネ
ェ
チ
ャ
王
剛
で
は
、
ミ
｜
フ
ノ
。
マ
ン
ト
ワ
。
プ
レ
ス
チ
ア
。
ク
レ
モ
ナ
に
同
志
を

雄
、
此
の
蝕
公
け
に
さ
れ
た
シ
ル
ヴ
ィ
オ
、
。
ヘ
リ
コ
の
湫
中
記
倉
の
目
の
国
喧
ｏ
己
）
は
マ
ッ
チ
ー
’
一
教
誘
立
布
考
の

道
を
開
き
・
政
府
の
淵
雌
さ
に
よ
り
人
災
を
動
か
す
事
の
容
易
に
兄
へ
た
ト
ス
カ
ナ
に
て
も
幾
ら
か
の
支
持
を
得
、
リ

ヴ
副
ル
ノ
。
フ
ロ
レ
ン
ス
。
ス
ィ
エ
ナ
。
に
コ
ン
グ
レ
ガ
シ
オ
ン
設
け
ら
れ
・
ピ
サ
の
畢
生
も
参
一
加
し
，
法
王
剛
に
て
は

股
も
よ
い
宜
仰
の
地
盤
が
見
川
さ
れ
た
。
然
る
に
一
方
牛
冊
祇
図
は
次
節
に
陰
謀
の
網
を
破
壊
せ
ん
と
し
．
塊
に
率
先

せ
ら
れ
て
迫
害
の
手
を
縦
け
巧
み
な
間
諜
、
或
は
裏
切
考
の
報
告
は
官
悲
の
仕
事
を
容
易
に
し
常
に
愛
装
し
て
傭
の
族

券
、
侭
名
、
を
も
っ
て
活
動
す
る
マ
ッ
チ
ー
’
一
の
計
挑
は
凪
共
彼
自
身
の
手
紙
か
ら
禰
恋
に
洩
れ
、
從
っ
て
色
だ
の
企

は
事
前
に
發
斑
し
た
。
一
八
三
三
年
春
の
ピ
エ
モ
ン
ト
の
妓
初
の
國
民
的
鋒
起
も
さ
う
で
あ
る
。
伊
太
利
亡
命
者
は
此

の
鋒
起
を
ザ
ヴ
オ
イ
侵
入
に
よ
っ
て
支
持
す
る
手
筈
で
あ
り
、
同
時
に
佛
の
共
和
派
も
鋒
起
す
る
事
が
企
て
ら
れ
、
ゴ

ッ
ド
フ
ロ
ア
、
力
ヴ
ニ
ー
ニ
ヤ
ッ
ク
。
ア
ル
マ
ン
、
カ
レ
ル
そ
の
他
既
に
波
附
の
亡
命
者
、
凋
逸
の
急
進
派
と
の
交
通

⑪

も
あ
っ
た
。

四
月
の
此
の
ピ
エ
モ
ン
ト
暴
動
失
敗
の
結
果
、
カ
ル
ロ
、
ア
ル
ペ
ル
・
卜
王
の
行
っ
た
惨
眺
な
虚
分
、
マ
ッ
チ
ー
《
一
の

親
友
ヤ
コ
ポ
、
ル
ッ
フ
イ
’
一
の
獄
中
に
於
け
る
自
殺
等
は
當
時
一
仙
の
耳
目
孝
一
尭
動
せ
し
め
た
悲
惨
事
で
あ
っ
た
。
一
方

前
年
の
九
月
以
來
、
マ
ル
セ
イ
ユ
に
賑
れ
て
ゐ
た
マ
ッ
チ
ー
’
一
に
對
し
て
仰
政
府
は
追
放
の
命
令
を
發
し
、
彼
の
川
版

を
禁
止
し
た
に
も
拘
は
ら
ず
彼
は
秘
辮
の
出
版
所
か
起
し
、
フ
ラ
ン
ス
の
柿
字
工
の
協
力
を
得
、
自
ら
は
好
意
あ
る
一
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佛
人
の
許
に
身
を
隠
し
た
。
マ
ッ
チ
ー
’
一
運
動
断
雌
を
充
分
行
ふ
事
の
出
來
な
い
爲
に
、
マ
ッ
チ
ー
’
一
を
以
て
暗
殺
を

煽
動
す
る
者
と
い
ふ
誹
誘
の
噸
を
佛
政
府
が
流
布
せ
し
め
た
の
も
此
の
醜
で
あ
る
。

一
八
三
三
年
七
月
初
マ
ッ
チ
ー
’
一
は
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
に
移
り
サ
ル
ジ
’
一
ャ
暴
動
の
失
敗
に
屈
せ
ず
新
た
な
鋒
起
の
計
遊

を
練
っ
た
。
マ
ッ
チ
ー
’
一
の
ス
ゥ
イ
ス
滞
在
は
疵
に
自
山
改
革
通
勤
の
制
雌
に
苦
心
す
る
塊
、
杵
等
東
欧
列
弧
の
寒
心
す

る
唯
）
ろ
。
波
附
革
命
を
起
し
て
逐
は
れ
た
人
く
柵
迎
自
由
改
革
論
者
の
逃
け
來
れ
ろ
も
の
・
之
等
は
多
く
ス
ゥ

ィ
ス
に
集
ま
っ
て
保
守
主
義
を
以
て
立
つ
ザ
ル
ネ
ル
聯
合
以
外
の
．
王
要
カ
ン
ト
ン
に
於
て
自
川
に
Ⅲ
つ
幾
分
の
保
誰
を

も
受
け
つ
ｋ
生
活
し
て
ゐ
た
。
マ
ッ
チ
ー
’
一
及
び
そ
の
蹴
乢
が
青
年
イ
タ
リ
ヤ
難
仰
起
に
附
し
て
之
等
革
命
亡
命
肴
又

向
山
改
革
論
者
に
期
待
し
、
之
等
の
人
糞
が
青
年
イ
タ
リ
ヤ
縦
淀
期
待
し
た
事
は
事
の
自
然
で
あ
る
。
か
く
て
「
青
年
イ

タ
リ
ヤ
」
灘
は
剛
際
的
陶
土
た
る
中
立
剛
ス
ゥ
イ
ス
に
於
て
押
起
す
る
事
が
川
来
た
。
賦
洲
の
大
半
は
革
命
に
瀕
し
て

居
り
、
伊
太
利
に
於
け
る
共
和
通
勤
は
佛
附
西
、
ス
ペ
イ
ン
、
棚
逃
の
共
和
的
鋒
起
の
施
火
と
な
る
だ
ら
う
と
彼
は
信

じ
て
ゐ
た
。
之
は
恐
ら
く
案
惣
的
な
夢
で
あ
り
彼
の
希
柴
は
誇
張
に
過
ぎ
た
で
あ
ら
う
が
、
一
の
暴
動
は
釜
伊
太
利
に

拙
ま
る
だ
ら
う
と
信
ず
る
確
か
な
根
擴
は
存
在
し
て
塒
り
、
皿
又
「
背
年
イ
タ
リ
ヤ
」
の
典
へ
た
雌
命
的
粘
祁
は
深
い

根
を
世
い
た
鞭
は
蛎
淀
で
あ
る
Ｏ
巴
里
の
カ
ル
ポ
ナ
腫
の
計
拙
を
探
り
錐
起
ゆ
川
發
鮎
を
サ
ヴ
オ
イ
に
選
び
、
ス
ゥ
イ
ス

剛
境
に
あ
る
獅
逸
の
亡
命
肴
、
就
中
ベ
ル
ン
に
あ
る
波
剛
の
亡
命
群
の
按
助
を
得
、
サ
ヴ
ォ
イ
の
束
隊
を
参
加
せ
し
め
、

革
命
軍
は
ア
ル
プ
ヌ
孝
一
趣
へ
て
ピ
エ
モ
ン
ト
に
催
入
し
一
方
他
の
部
隊
は
リ
ヴ
ィ
エ
ラ
に
上
陸
し
ゼ
ノ
ア
地
方
を
鋒
起

せ
し
む
る
老
で
あ
っ
た
。

マ
ッ
チ
ー
ニ
さ
青
年
イ
タ
リ
ヤ
一
六
一

I
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マ
ッ
チ
ー
ニ
さ
背
年
イ
タ
リ
ヤ
一
六
二

一
八
三
三
年
秋
迄
に
は
ス
ゥ
イ
ス
に
於
て
数
百
人
の
亡
命
若
が
徴
集
せ
ら
れ
、
そ
の
多
く
は
波
閑
人
、
柵
逸
人
で
あ

り
小
敬
の
佛
剛
人
が
ゐ
た
。
．
地
鮎
の
錐
起
に
は
画
ち
に
他
の
細
て
の
地
の
蜂
起
が
繼
起
す
る
だ
ら
う
。
伊
太
利
は

共
和
的
幟
洲
に
術
雌
を
典
ふ
く
き
で
あ
る
」
と
い
ふ
桧
時
の
彼
の
言
よ
り
見
れ
ば
此
の
躯
に
よ
っ
て
比
主
主
義
者
の
剛

際
的
提
携
を
形
成
し
之
を
「
青
年
峨
洲
」
に
迄
發
鵬
せ
し
め
ん
と
し
た
郡
、
即
ち
彼
の
後
日
の
「
青
年
倣
洲
」
樹
立
の

企
州
は
既
に
サ
ォ
ヴ
イ
挺
飢
の
汁
搬
の
時
に
、
彼
の
意
中
に
存
し
た
も
の
で
あ
り
、
背
年
イ
タ
リ
ヤ
城
は
醜
に
叫
際
的

性
庇
を
稀
ぴ
來
っ
て
ゐ
た
。

今
此
庭
に
は
此
の
擾
乱
の
詳
細
は
述
べ
ず
、
サ
ヴ
ォ
イ
挫
入
の
指
揮
者
に
擬
せ
ら
れ
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
革
命
家
ラ
モ
リ

ノ
の
裏
切
等
の
理
曲
で
此
の
企
は
全
く
失
敗
に
蹄
し
た
が
唯
こ
の
サ
ヴ
ォ
イ
擾
乱
が
、
中
立
園
ス
イ
ス
に
於
て
計
搬
さ

れ
且
つ
各
國
の
自
山
改
革
論
者
、
革
命
亡
命
肴
老
糺
合
し
た
事
と
、
そ
れ
が
既
に
岡
際
的
な
計
飛
で
あ
っ
た
事
と
に
於

て
列
扱
殊
に
爾
来
波
蘭
、
伊
太
利
、
柵
逸
に
於
け
る
諸
革
命
を
抑
雌
せ
ん
と
努
め
て
ゐ
た
諸
國
の
開
心
事
と
な
っ
た
事

は
注
目
に
価
す
る
。

ス
命
イ
ス
が
七
月
茄
命
の
影
響
と
し
て
起
れ
る
諸
剛
の
革
命
及
び
自
川
改
革
計
企
の
亡
命
肴
の
避
難
者
と
し
て
川
又

青
年
イ
タ
リ
ヤ
龍
の
サ
ヴ
オ
イ
擾
乱
の
如
き
凡
ゆ
る
反
抗
の
策
源
地
と
し
て
そ
の
阿
際
的
位
世
を
有
し
、
そ
の
中
立
的

性
質
を
有
す
る
事
は
、
自
曲
改
革
蓮
勁
の
制
唯
を
志
す
、
メ
ッ
ー
ァ
ル
’
一
上
、
シ
ス
｜
プ
ム
下
の
ロ
シ
ヤ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ヤ
、

プ
ロ
シ
ヤ
に
と
っ
て
何
等
か
の
手
段
を
以
て
之
に
干
渉
す
等
へ
き
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
此
の
所
謂
東
欧
三
弧
剛
の
ス

ゥ
イ
ス
内
政
干
渉
方
針
に
對
し
て
所
謂
西
欧
二
弧
剛
た
る
佛
附
西
、
英
剛
が
そ
の
岡
内
政
策
に
立
脚
す
る
不
干
渉
主
義

●



自
ら
の
安
靜
と
幸
禰
と
を
休
大
な
る
思
細
に
搾
げ
、
不
幸
な
川
叫
の
救
沸
の
鰯
に
苦
梢
に
薪
悩
を
束
ね
た
後
に
彼
の

知
っ
た
事
は
多
く
の
彼
の
友
人
す
ら
彼
を
珈
解
し
な
い
と
い
ふ
邪
で
あ
っ
た
。

「
呼
鴫
人
は
他
へ
の
心
の
蛾
き
を
如
何
に
兜
り
僻
な
い
郡
で
あ
ら
う
。
私
に
雌
も
近
く
ゐ
た
人
掩
で
さ
へ
、
私
が
憂
に
閉
さ
れ

↓
・
ツ
チ
ー
｝
一
ゞ
ご
青
年
イ
タ
リ
ヤ
一
六
三

を
持
す
る
事
は
、
此
庭
に
干
渉
不
干
渉
主
義
の
問
題
を
以
て
剛
列
弧
の
對
立
の
關
係
を
生
ず
る
事
と
な
る
。
此
の
對
立

⑯

淵
係
の
推
移
は
自
川
主
義
の
發
展
の
上
に
契
機
を
與
へ
、
從
っ
て
雁
史
の
發
展
の
上
の
契
機
と
な
る
。

ザ
ゥ
オ
イ
擾
乱
後
列
弧
の
ス
イ
ス
に
對
す
る
干
渉
激
烈
と
な
り
多
数
の
亡
命
者
は
阿
境
外
に
逐
は
れ
、
或
は
身
を
膳

し
た
が
マ
ッ
チ
ー
’
一
は
自
己
の
祇
動
の
爲
に
は
イ
タ
リ
ヤ
の
近
く
に
居
る
事
の
必
要
と
、
Ｈ
又
ス
ゥ
イ
ス
の
地
そ
の
も

の
に
對
す
る
愛
併
の
術
の
爲
に
此
庭
を
去
る
に
忍
び
ず
、
殆
ん
ど
三
年
の
間
追
は
れ
て
腿
令
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
。
ペ
ル
ン
。

ソ
ル
ー
ル
。
ピ
ェ
ン
ス
。
グ
レ
ン
ヘ
ン
等
と
そ
の
届
を
移
し
、
身
心
共
に
皮
騨
し
、
亡
命
の
凡
ゆ
る
辛
惨
を
皆
め
識
し

た
。
即
ち
此
の
ス
ゥ
ィ
ス
時
代
に
マ
ッ
チ
ー
’
一
の
生
活
は
一
大
危
機
に
辿
遇
し
、
と
上
に
彼
の
思
迦
、
感
怖
の
推
移
に

於
け
る
一
大
縛
期
が
來
る
の
で
あ
る
。

「
生
き
る
事
は
嵐
を
肘
ん
だ
室
、
妃
次
の
如
く
陰
惨
で
沈
滞
し
て
ゐ
る
。
名
壯
し
難
き
苦
悩
、
渥
Ｌ
も
言
莱
に
も
漏
ら
し
雌
く
、

冷
淡
な
感
傷
家
に
の
み
詩
を
典
へ
る
苫
悩
、
人
を
芳
円
に
し
瓶
を
側
ら
し
む
る
が
、
而
も
之
を
殺
さ
ぬ
苦
悩
。
人
を
脈
せ
し
む

る
が
、
而
も
挫
か
な
い
苦
悩
。
而
も
一
方
、
物
催
い
眼
は
心
の
ヱ
テ
ン
の
扉
を
守
る
氷
の
ケ
ル
ビ
ン
永
逮
鉦
蛎
の
ア
ル
プ
ス
を

越
へ
て
祁
剛
の
毒
に
棚
引
く
聖
を
眺
め
っ
Ｌ
・
」
⑰

「
此
庵
で
の
私
の
生
活
は
蒋
悩
を
極
め
た
懐
疑
の
時
代
、
即
ち
伸
大
な
使
命
に
牙
を
捧
げ
．
同
朋
の
幸
祠
の
鰯
に
の
み
戦
ひ
Ⅶ

も
彼
等
を
喉
祁
に
し
、
慰
め
る
邪
に
身
を
搾
げ
て
ゐ
る
Ｍ
時
代
の
人
共
に
誤
解
せ
ら
れ
、
見
放
さ
れ
、
誹
諦
せ
ら
れ
る
人
の
生

活
に
避
け
雌
き
あ
の
時
代
の
一
つ
で
あ
る
」
⑬

｣



１

マ
ッ
チ
ー
ニ
さ
青
年
イ
タ
リ
ヤ
一
六
四

老
へ
に
沈
ん
で
ゐ
る
塒
、
私
は
加
醐
の
窪
亡
、
破
れ
た
稲
蝿
、
失
っ
た
子
に
涙
を
注
ぐ
母
親
罐
、
ア
レ
サ
ン
ド
リ
ヤ
。
ゼ
ノ
ァ
。

、
ン
ヤ
ン
ベ
リ
ｏ
に
於
て
銃
殺
さ
れ
た
背
年
龍
の
邪
を
老
へ
て
ゐ
る
邪
を
知
ら
な
い
。
加
剛
を
死
よ
り
、
昼
め
さ
せ
、
歎
仙
細
の

塗
溌
の
慨
よ
り
解
放
し
、
あ
の
職
牲
を
死
に
捧
げ
ん
と
試
み
た
の
は
私
の
あ
や
ま
ち
だ
っ
た
と
老
へ
る
時
私
の
魂
の
巾
に
向
ら

惟
恨
の
忍
び
よ
る
邪
を
彼
等
は
了
解
し
な
い
。
」
⑲

か
く
て
彼
の
送
っ
た
峅
鱗
な
日
夜
は
服
交
疑
惑
と
、
殺
の
境
を
さ
ま
よ
っ
た
と
自
ら
語
っ
て
ゐ
る
。
而
も
途
に
彼
の

休
大
な
魂
は
再
び
此
の
深
淵
よ
り
立
ち
上
り
、
猫
此
の
地
上
に
向
き
使
命
を
果
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
の
老
は
再
び
弧
く
彼

老
未
來
に
向
は
し
め
た
。

「
人
生
は
一
の
ミ
ッ
シ
オ
ン
で
あ
り
、
従
っ
て
義
務
は
そ
の
雌
商
の
純
で
あ
る
。
彼
の
ミ
ッ
シ
オ
ン
を
理
解
し
、
此
の
義
務
を

，
果
す
邪
に
鵬
來
の
推
歩
の
手
段
存
し
、
裡
蝉
が
此
の
仙
の
生
存
の
後
に
稲
め
ら
れ
る
生
命
段
階
の
秘
密
存
す
。
人
生
は
不
滅
で

あ
る
。
然
し
乍
ら
人
生
が
通
過
す
る
發
展
の
嫌
式
、
時
は
吾
等
の
手
中
に
存
す
。
」
⑳

生
の
経
に
至
る
迄
人
類
の
進
歩
の
鰯
に
戦
は
ん
と
す
る
決
心
を
定
め
て
更
に
曰
く
、

「
私
の
此
の
仙
の
川
人
的
生
活
の
凡
ゆ
る
快
樂
、
凡
ゆ
る
希
粟
と
水
逹
に
悲
し
く
別
れ
を
杵
げ
た
。
然
し
乍
ら
あ
の
時
以
來
一

瞬
と
雛
も
、
不
幸
が
行
鰯
の
上
に
影
無
を
及
ぼ
し
得
る
と
老
へ
た
邪
は
な
い
。
私
は
此
の
切
私
に
典
へ
ら
れ
た
慰
め
に
對
し
て

敬
皮
に
榊
を
祀
祁
し
、
か
く
し
て
生
の
唯
辿
と
戦
ふ
力
を
批
た
。
」
④

、

之
等
の
言
葉
は
後
に
、
有
名
な
「
人
間
義
務
論
」
ご
ｏ
く
２
号
宮
口
。
目
。
（
一
八
四
一
年
）
と
し
て
礎
を
あ
げ
ら
る
ｋ

思
想
の
萠
芽
で
あ
る
。
此
の
革
命
家
の
迩
徳
的
理
想
が
垂
男
の
注
意
を
惹
く
の
は
、
そ
の
棚
刺
性
に
よ
る
の
で
な
く
、

そ
れ
が
彼
の
佃
人
的
僻
験
、
告
白
で
あ
り
、
共
産
に
純
粋
に
革
命
家
の
面
目
が
雌
如
と
し
て
、
彼
の
高
炎
な
、
眞
箪
な

倫
理
的
締
刺
が
現
は
れ
て
ゐ
る
に
よ
る
。

－



－

高
き
叩
惣
庇
現
の
篤
の
此
の
内
己
放
莱
、
此
の
倫
川
的
必
狐
、
人
生
の
快
樂
を
放
棄
し
て
、
周
州
の
佃
界
に
動
か
さ
れ

ず
妓
後
ま
で
自
己
の
良
心
の
指
示
す
る
荊
艸
の
逆
を
進
ん
だ
そ
の
莱
象
、
史
上
稀
に
見
る
人
格
と
言
ふ
事
が
出
来
る
。

サ
ヴ
ォ
イ
佼
入
失
敗
の
後
一
八
三
四
年
Ⅲ
月
十
五
Ⅱ
自
山
、
平
等
、
人
迩
の
標
諦
を
か
Ｌ
げ
て
伊
、
柵
、
波
の
十
七
人

⑳

の
亡
命
肴
と
共
に
「
青
年
ヨ
ー
ロ
ッ
。
亡
冒
⑦
冒
言
の
｝
旨
『
○
官
が
組
織
せ
ら
れ
た
。
之
は
雌
近
の
事
迩
上
の
失
敗
に
對

す
る
一
種
の
統
帥
的
代
価
で
あ
り
、
彼
等
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
冊
頭
に
は
「
唯
一
の
脚
、
唯
一
の
支
配
者
。
抑
の
律
、
こ

の
神
の
唯
一
の
解
裸
群
、
１
人
類
ｃ
と
い
ふ
信
條
が
か
比
け
ら
れ
、
夫
盈
阿
災
的
棚
立
を
保
待
し
つ
Ｌ
共
和
的
同
志
の
攻

守
同
州
を
作
り
、
共
同
に
Ｍ
じ
目
的
を
、
指
し
、
繭
人
の
幸
脈
の
鰯
に
義
務
榧
行
に
よ
っ
て
特
椛
、
専
枇
、
利
己
主
義

マ
ッ
チ
ー
ニ
さ
青
年
イ
タ
リ
ヤ
一
六
五

「
若
し
も
人
生
が
ミ
ッ
シ
オ
ン
で
な
く
、
、
的
を
持
た
な
か
っ
た
と
し
た
ら
そ
れ
は
何
で
あ
ら
う
。
そ
し
て
何
故
そ
れ
を
祁
は

吾
等
に
典
へ
ら
れ
た
の
だ
ら
う
。
人
生
は
一
の
ミ
ッ
シ
オ
ン
で
あ
り
ｏ
徳
は
艤
牲
で
あ
る
ｏ
と
の
二
つ
の
硴
偏
な
く
し
て
は
私

は
も
は
や
存
在
し
な
い
だ
ら
う
。
．
…
．
．

蕊
務
は
時
勢
に
も
、
困
難
に
も
左
右
せ
ら
れ
ず
。
．
．
…
・
成
功
す
る
Ｗ
は
問
也
で
な
く
、
否
友
、
循
念
を
持
ち
之
を
磁
き
而
し

て
死
す
る
堺
と
そ
肝
要
で
あ
る
。
齊
廷
は
齊
芝
の
義
務
を
果
し
、
他
の
郡
に
關
心
し
な
い
。

私
は
此
の
拙
の
凡
て
の
快
樂
に
別
を
悔
げ
た
。
永
遠
に
。
．
…
・
‐
そ
し
て
今
は
、
私
の
篇
に
妬
せ
る
少
年
時
代
の
一
友
人
の
幻

と
赤
裸
な
装
務
の
み
が
盛
っ
て
ゐ
る
ｏ
私
の
吋
附
に
は
或
る
呪
が
取
り
か
こ
ん
で
ゐ
る
。
之
を
解
か
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
は
私
の

み
で
あ
る
Ｏ
…
…

今
や
私
は
迩
命
に
商
剛
し
て
居
る
、
私
の
み
之
を
保
持
す
る
。
刷
堂
は
種
に
蕊
務
を
応
さ
れ
た
。
激
は
自
分
に
絶
望
し
た
後

で
さ
へ
も
之
等
の
義
務
を
果
す
邪
が
川
來
る
だ
ら
う
。
私
は
懸
牲
と
私
の
良
心
と
に
拘
束
せ
ら
れ
て
ゐ
る
邪
を
感
じ
る
。
然
し

な
が
ら
私
よ
り
も
、
も
っ
と
弧
い
何
物
か
哩
泓
に
あ
て
が
っ
た
役
川
を
私
は
命
の
紬
く
殴
り
持
ち
縦
け
る
邪
が
川
來
る
だ
ら

う
。
」
④

『

夕



ｌ

ｊ

ｌ

マ

ッ

チ

ー

ニ

さ

背

年

イ

タ

リ

ヤ

一

六

六

を
打
破
し
、
自
曲
な
主
樅
的
諦
民
族
を
三
一
の
共
和
的
同
肌
に
参
加
せ
し
む
る
道
を
附
か
ん
と
企
て
た
。
そ
の
組
織
は

略
「
青
年
イ
タ
リ
ヤ
」
に
獅
似
し
て
ゐ
る
。

「
青
年
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
一
の
宗
汲
で
な
く
、
｜
の
協
同
僻
で
あ
る
。
そ
れ
は
破
壊
を
目
的
と
す
る
の
み
な
ら
ず
史
に
亜

要
な
建
設
を
目
指
す
。
そ
れ
は
政
治
的
思
想
を
弘
布
す
る
の
み
な
ら
ず
人
間
活
動
の
凡
ゆ
る
方
面
に
亙
る
べ
き
革
新
の

原
理
へ
の
信
仰
を
弘
む
る
。
」

「
各
民
族
は
皆
人
類
の
耕
迩
的
ミ
ッ
シ
オ
ン
を
流
す
事
に
貢
献
す
べ
き
孵
殊
の
ミ
ッ
シ
オ
ン
を
有
す
。
こ
の
ミ
ッ
シ
オ

ン
が
彼
等
の
剛
民
俳
を
形
成
す
る
。
剛
民
性
は
川
聖
で
あ
る
ｏ
」
か
く
て
川
叫
と
人
獺
と
は
一
の
解
き
難
い
結
紐
に
て
紬

ぽ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
此
の
庇
大
な
鍵
革
企
剛
が
少
歎
の
青
年
亡
命
群
の
仕
事
で
あ
る
事
を
凪
へ
ぱ
之
は
全
く
夢

の
如
き
も
の
Ｌ
如
く
恩
は
れ
る
。
マ
ッ
チ
ー
｜
一
自
身
も
後
に
こ
の
計
愁
が
岱
際
的
結
果
に
逵
す
る
に
は
あ
ま
り
に
臓
大

で
あ
る
事
を
自
ら
認
め
て
ゐ
る
。
事
庇
、
フ
ラ
ン
ス
。
ス
ペ
イ
ン
。
へ
の
幾
人
か
の
代
表
群
眠
迩
，
イ
ギ
リ
ス
に
於
け

る
喋
合
組
織
の
企
以
外
は
何
も
な
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
は
極
め
て
一
般
の
人
だ
の
注
目
を
引
き
災
主
堂
義
の
叫
際

的
意
義
を
教
ゆ
ろ
に
充
分
で
あ
っ
た
。
而
し
て
同
時
に
設
け
ら
る
べ
き
「
青
年
フ
｜
フ
ン
ス
」
「
青
年
棚
迎
」
「
青
年
ポ
ー

ラ
ン
ド
」
等
と
の
關
係
を
刷
れ
は
「
青
年
ヨ
ー
ロ
ッ
。
こ
の
雁
史
的
意
義
も
自
ら
了
解
せ
ら
る
比
筈
で
あ
る
。
叉
既
に

一
八
二
九
年
の
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
學
諭
」
に
淵
聯
し
て
私
が
言
及
し
た
如
く
彼
は
全
幟
洲
的
文
學
の
中
に
、
政
治
的
現

賢
に
先
行
し
、
之
を
導
き
用
意
す
る
一
つ
の
力
を
認
め
る
と
老
へ
た
の
で
あ
る
。
勿
論
全
砿
洲
的
文
學
的
価
向
の
み
か
ら

マ
ッ
チ
ー
｜
｜
の
賦
洲
的
思
想
を
導
き
川
す
事
は
出
来
ぬ
が
、
「
青
年
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
の
思
想
は
既
に
早
く
ム
ッ
チ
ー
ニ

■
■
■
■
■
旧
旧
■
旧
■
旧
旧
Ｅ
■
■

心
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